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　エコヘルス連続講座  第 4 回　＜がんと認知症は予防できる＞　

講師　古田　一徳
古田クリニック院長　医学博士

8月 19日　十和田市民文化センター

どうでもいい

なんでもい

体 （脳） ではなく、 心が年老いています。

＊身だしなみに気をつかう

＊毎日鏡をチェックする

＊お買いものに行く

はダメ

　がん予防、認知症予防を確立すること」をクリニックの使命（コンセプト）のひとつに掲げる古田先

生のエコヘルス講座は今回で３度目であり、当塾では最も関心が高い講座のひとつである。当初、がん

の予防なんで遠い先の話だろうと半信半疑の受講生も続けて受講するうち、東京のクリニックまで足を

運んだり本を購入して勉強するなど予防への関心が一段と高まっている。今回は認知症の発症リスクは

血液検査で可能になった話や先生自身の検査データを使用してのリスク軽減の説明などが加わり、一度

は検査を受けてみたくなり、本気で予防に心がけようと思わせる内容がたくさんあった。来年もぜひ来

てほしいとの要望がでるなど、期待の続く講座であった。



　エコヘルス連続講座　第３回　＜あなたの食べてるお肉は大丈夫？＞　　

  今、有機農産物が注目されている。すべてが有機専門のお店もできており、「ユーニバース」でも有機専門のブー

スが出来た。有機農産物の規格は非常に厳しく、化学肥料や除草剤を３年以上使用していない畑でないと認証は

取れない。お店での確認は有機 JISマークで確認を。栽培面積に占める有機の割合は日本は0.5％しかない。ヨー

ロッパは安全な食物への意識が高く、スイス、スウエーデン、オーストリアなどは有機農地が 10％を超えている。

有機畜産の認定は動物福祉や畜舎、飼育管理なども厳しい。と殺も動物福祉の配慮がいる。牛を対象とした認定

事業者は酪農３戸、肉用牛１戸（北里）のみである。八雲牧場の牧草地は化学肥料なしで３０年も立つがが、草

地が生き生きと若返っており有機の価値を実感する。これらの説明のに続き、牛肉の現状や短角牛肉の特質など

に関する講義が続き、＜安全で安心な食品を選ぶには自分の物差しを持つこと＞を強調し講座を閉じた。

７月８日　十和田市民文化センター

　講師　畔柳  正
　北里大学獣医学部准教授
　農学博士



　7/22（土）～ 7/23（日）八甲田自然塾　親子キャンプ　

　子供たちの夏には水辺がよく似合う。昨年までの親子キャンプは八甲田湯の平高原で実施してきたが、今年は小川原湖畔に変わっ

た。行楽地と違って遊具は何も無い。ベースはお年寄り達が通う温泉付き公共施設の大広間で、自由なペインティングや家族そろっ

ての工作を楽しんだ。建物の周囲は赤松林でこれを通って５分で湖畔に出る。大雨注意報のどしゃ降りで２２日の朝を迎え、地元

からの参加者には一部キャンセルもでたが、その後の天候は落ち着き、午後から屋外に出た。ヤマトシジミが簡単に見つけれる遠

浅の小川原湖で貝取り、ボート、カヌーなど田舎らしいゆったりとした風景のなかでの日常の喧騒を忘れる楽しい時を過ごせた。

首都圏からの参加者２０名を加えた総勢約５０名の交流の初日は、当塾ならではの「北の里自然牛」を使用しての BBQで１日を

終えた。湖の対岸ではとなり町主催の花火大会が開催されており、夕食の風景に彩りを添えた。


